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『労災診療・交通事故診療の手引』2026 年６月版 正誤・追補 (2026.10.15) 

 
※「正誤」は記述の訂正です。ゴシック太字下線で表示しています。 

※「追補」は書籍発行後の厚労省からの訂正による修正です。頁の下に■印を付し、修正箇所をゴシック太字下線で表示しています。 

※今回本資料に追加されたものは項目はマーカー表示しています。 
 

頁 訂正箇所 誤 正 
47 左段下から

11 行目 
アフターケアの実施期間の更新に係る診断書は自費で
徴収できる。 

アフターケアの実施期間の更新に係る診断書は 1 通に
つき 5,000 円を請求できる（「アフターケア委託費請求
内訳書」の「摘要」欄に診断書料 5,000 円と記載す
る）。 

62 表の最下欄
に次を追加 

アフターケア実施期間の更新に関する診断書 
令 8.3.27 
基発 0327
第 5 号 

令和 8 年 3 月
27 日基発 0327
第 5号様式第 3
号別紙 

所定の様式
で労働局長
に請求する 

5,000 円 

 

 
その他の事項 

労災レセプト電算処理システムを用いて労災診療費を請求する場合、11 月請求分からは四肢加算の部位のコード入力がなければ
「受付不能エラー」を適用すると、厚労省が通達している（6 月 5 日厚労省ホームページ掲載）。コード入力がなくても「要確認エラ
ー」とする暫定的な取り扱いは 10 月請求分までで終了となる。 

 

 

最新の正誤表については、保団連 HP(https://hodanren.doc-net.or.jp/)でも紹介しておりますので、ご確認下さい。 

 

 

 


